
 

 

 
 
 道徳教育の充実に向け，各校の実態に合わせ，できるところから一歩ずつ取り組んでいきましょう。 
 学校の全教育活動で，全教職員での取組が大切です。そのためには，方針をしっかりと決め，明確な

方向性をもち，計画的に道徳教育に取り組むことが求められます。 
 
 
   
 
 
 
 
 
 

 

  学校独自の重点目標を決め，全体計画や各教科等との関連を示した 別葉 を作成し，計画的に実

践を進めます。また，各校の実態に合った組織づくりや OJT，環境整備に全教職員で取り組みます。

授業参観などの実施により授業力の向上を目指し，道徳教育の充実を図っていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【教育センター研究発表会 調査研究委員会の発表への講評から】    

        研究アドバイザー  昭和女子大学大学院 押谷 由夫 教授 

道徳教育充実のためのポイントの一点目は，先生方の意識改革です。教育基本 

法では「教育の目的は人格の完成」とされています。「知・徳・体」すべて必要で 

ある中，「徳」を中心に，人間としてどう生きていくかをしっかり意識しながら， 

自分自身の生き方，社会の在り方を考えていくことが大切です。 なぜ道徳教育を 

特別に充実しなければならないのか，先生方の理解を進めることが必要です。 

「徳」を中心においた学校教育に具体的に取り組むためには，組織づくりがポイントの二点目です。 

道徳教育に学校全体で組織的に取り組むと共に，先生方一人一人の悩みに応えられる道徳教育部の組織 

が必要です。学校としての共通の課題と，同時に，個のニーズに対応する OJT を生かした取組が欠か 

せません。 

三点目は，学校間連携，家庭･地域連携です。今後，各校の独自性を生かしつつ，学校間で具体的に 

どのように連携していくか，また，家庭や地域との連携をどのように発展させていくか，道徳教育推進 

教師を中心に進めることが必要です。特に，東日本大震災を経験した仙台市だからこそ，今後の発展的 

な課題になると思います。 

四点目です。現在の社会の動きを考えると国際化の視点は欠かせません。学校生活の中で，子供たち 

が世界に目を向け，自分たちの生活を見つめ直していく，そのような大きな志を持って生きていくこと 

のできる子供たちを育てるために，道徳教育においても具体的な内容と関わらせて発展的に取り組んで 

いただきたいと思います。 

本日の発表は，それらの基盤づくりの提案であったと思います。提案された取組を各校で行うことで 

学校は必ず変わります。よりよく生きる子供たちを育てるために道徳教育を充実させていきましょう。 

【平成 27 年度調査研究委員会】  

研究アドバイザー   昭和女子大学大学院  押谷 由夫 教授 

委員長    本木 一昭（鶴谷中 校長）     副委員長   阿部 千幸（六郷小 教頭） 

研究協力校  星 聡栄 （台原小）   濱本 健 （旭丘小）  伊藤 隆 （田子中）  

研究委員   大宮 建 （八木山小）  土生 吉伸（古城小）  我妻美知子（南光台小） 

色摩 理好（八乙女中）  笠原 由香（将監中）  佐藤 郁子（将監東中） 
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発行者 仙台市教育センター所長    今野 孝一 
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Ⅵ 今後各校に求められる取組     さあ，スタートを切りましょう！ 

１  重点目標の設定 

・校長先生の方針決定 

・学校独自の目標設定 

道徳教育の充実 

２ 計画的な実践 

・明確な方向性の提示 

・全体計画の作成，活用 

・別葉 の作成，活用 

４ 授業力向上 

  ・授業公開 

  ・授業参観 

３ 推進教師中心の全教

職員での取組 

・OJT 

・組織づくり 

・環境整備 学校全体での 

道徳教育の取組

全教職員の道徳教育への

意識向上 
全
教
育
活
動
で 

全
教
職
員
で 

 

 
教育センターは OJT で学び続ける教師

あなた

を応援します 

教育研究紀要 平成 28 年 3 月 

教育はいま 
第 22 号   

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

研究テーマ 

 道徳教育の充実に関する研究  

～道徳教育推進教師を中心に進める全教職員での OJT を生かした取組を通して～ 

                         
仙台市教育センターでは，平成 30，31 年度からの「特別の教科 道徳」の実施を見据え，今年度より 

「道徳教育の充実」をテーマに掲げ，3 か年計画で調査研究に取り組んでおります。 

1 年目である今年度は，実態調査を行い， 各校の課題を明らかにし，研究の方向性を検討いたしまし 

た。「教育はいま」第 22 号にて，研究協力校と研究委員校での実践を基に，校内の組織体制づくり，学 

校における OJT を生かした道徳教育の研修， 道徳教育推進教師の役割の明確化と実践例について研究 

成果を発信いたします。2 年目は，提案した組織体制を基にした学校全体での更なる道徳教育の充実と，

道徳の時間の授業実践について研究を進めてまいります。 

今回提案する取組が，教育全体を通じた，児童生徒の豊かな心を育む道徳教育の充実につながってい 

くことを心より願っております。 

仙台市教育センター所長  今野 孝一 
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重点目標を基に計画を作成します。計画的に道徳教育を進める道しるべとなります。時期をみて，計

画の見直しをすることも大切です。常時掲示し，朱書きなどをして来年度に生かしていきましょう。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 道徳教育の情報を発信し，道徳教育に取り組みやすい環境づくりを整えていきましょう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

年間指導計画の例 

３ 計画の作成と見直し 

① 道徳教育全体計画 

② 道徳教育全体計画 別葉

計画の作成 見直し 

道徳教育の実践

⽉ ⽇（曜⽇） 回数 学校⾏事 絆タイム 主題
22⽇（⽔） 1 ガイダンス ガイダンス（道徳の時間とは何か） プロローグ ⾃分づくりの旅がはじまる（⾝構えているもの）プロローグ ⾃分⾃⾝

25⽇（⼟） 2 よりよい⾃⼰の追求 ー
理想を求め，積極的に⼒強く⼈間らしい誠実な⽣き⽅を求めようとす
る道徳的信条を育む。

1 美しく⾃分を染め上げてください 1 不思議

12⽇（⽕）※ 3 集団⽣活の向上 4-(4)
⾃⼰が属する様々な集団の意義についての理解を深め，役割と責任を
⾃覚し集団⽣活の向上に努める。

12 ⼩さな⼀歩 21 明かりの

21⽇（⽊） 4 基本的⽣活習慣/節度・節制 1-(1)
望ましい⽣活習慣を⾝に付け，⼼⾝の健康の増進を図り，節度を守り
節制に⼼掛け調和のある⽣活をする。

5 出船の位置に 4 ⼩さな

27⽇（⽔） 5 礼儀 ２-(1) 礼儀の意義を理解し，時と場に応じた適切な⾔動をとる。 15 半分おとな 半分こども 26 試⾏錯誤

3⽇（⽔） 6 強い意志/不撓不屈 1-(2)
より⾼い⽬標を⽬指し，希望と勇気をもって着実にやり抜く強い意志
をもつ。

9 ⽬標は⼩刻みに 7 ⼈間であ

10⽇（⽔） 7 ⽣きる喜び/弱さの克服 3-(3)
⼈間には弱さや醜さを克服する強さや気⾼さがあることを信じて，⼈
間として⽣きることに喜びを⾒いだすように努める。

11 いつわりのバイオリン

16⽇(⽕）集会 応援する⼼

24⽇（⽔） 8 感謝の⼼ 2-(6)
多くの⼈々の善意や⽀えにより，⽇々の⽣活や現在の⾃分があること
に感謝し，それにこたえる。

7 ⼈のフリみて 15 ありが

1⽇（⽔） 9 友情 2 (3)
友情の尊さを理解して⼼から信頼できる友達をもち，互いに励まし合

18 ⾬の⽇の届け物 2 律⼦と敏

内容項⽬

ごちゃまぜ
ビンゴ

エゴグラム

１学年 資料名

4

5

6

ガイダンス
学級の誇り

２
始業式
⼊学式
対⾯式
学⼒検査

修学旅⾏（3年）
野外活動（2年）
校外学習（1年）
⽣徒総会
中総体強化期間

市中総体
中総体報告会
１学期中間考査
避難訓練

知る

めざす

燃える

◇学校⽣活のきまり，集団のルールを
理解させ，規律ある⽣活を送らせる。
◇１年間の⽣活⽬標を⽴てさせ⾃主的
に⽣活しようとする態度を育てる。

守る実践化を図る。
◇授業のあいさつや定時着席，姿勢，
提出物等の基本的な学習態度の定着を
図る。
◇学校⾏事を通して集団⽣活のきまり
を理解させ，事故防⽌に努めさせる｡

◇⾐替えを期にしっかりした服装を再
確認させる。
◇中総体の意義と積極的な参加のあり
⽅を考えさせる。

⽣徒指導⽬標

中総体結果報告会

A3 版 1 枚の例 

各校で使いやすい形式で作成 

各学年 

指導内容 

(資料名) 

主題生徒指導 

目標 

行事 

予定 

４ 情報発信 教材整備 

 

道徳通信の発行 
情報を共有することで，道徳への意識を高め，全教職員で取り組むエネルギー

になります。推進教師が月 1 回程度発行しています。 

重点目標

最新の情報等

実 践 

学年の題材 

授業の内容項目

学年の題材

検討会のまとめ

実 践

 

教材の活用の提案も重要な発信です。 

「私たちの道徳」の活用推進 

・道徳の時間で 

・朝学習の時間で

・時間に余裕が 

できた時に 

道徳コーナーの設置 職員室に設置することで，いつでも

だれでも利用可能です。書籍や副読

本，教材(心情円盤や場面絵など)を常

備しています。 

副読本以外の資料はワークシー

トと共にファイリングします。 

ワークシート資 料

掲 示 
環境整備の工夫で道徳への意識が高まります。場面絵の掲示，「私

たちの道徳」を活用した廊下掲示等で，学びの蓄積を図ります。 

合唱ｺﾝｸｰﾙ ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞﾗﾝｷﾝｸﾞ 

学級道徳コーナー学年道徳コーナー 

思いやりの木

廊下掲示 

 別葉 を作成することで，道徳

と各教科等との関連性が明確にな

ります。 

学校の教育活動全体での道徳教

育を意識することができます。 

共有フォルダに道徳ファイル

を作成しての活用も有効です。

③ 道徳の時間 年間指導計画 

別 葉 には･･･ 

道徳教育と各教科等との

関連を考え，いつ，どのよ

うな機会に指導するのかを

具体的に決めて示します。

 

２ 
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◯新しい道徳教育の流れ  
小学校では平成 30 年度，中学校では平成 31 年度から，教科書を使った「特別の教科 道徳（道徳

科）」 が実施されます。平成 25 年 2 月，教育再生実行会議にて 「いじめ問題等への対応について

（第一次提言）」が出され，道徳を新たな枠組みによって教科化すること，すべての教員が指導方法

を習得できるようにすることが提言されました。その後，中教審答申 「道徳に係る教育課程の改善

等」（平成 26 年 10 月）を経て，平成 27 年 3 月，学習指導要領一部改正が行われ，7 月には新しい

解説が示されました。現在は移行期間となっています。 

学校では，平成 30，31 年度に向け，学校全体で道徳教育を進める土台づくりを行うことが求めら

れています。 

◯仙台市の現状  

平成 27 年度「杜の都の学校教育」の重点事項「豊かな心と健やかな体の育成」においては，「命

を大切にする心や思いやりの心，規範意識の育成」「善悪を判断する力の育成」が示され，道徳教育

の充実が求められています。 

仙台市各校においては，平成 30，31 年度を見据え，全教職員で，学校教育全体を通じて，計画的

に道徳教育を進めることができるよう取り組み始めたところです。 

◯昨年度までの OJT の状況 

昨年度までの調査研究「教職員の力量向上を目指した学校における OJT の在り方」により，各校

では 「学び合う雰囲気の醸成が図られている」という同僚性の向上がみられ， OJT が確実に進め

られていることが分かりました。 学校における OJT を生かして，「学校教育全体での道徳教育」へ

の取組を進める方策を探ることとしました。 

 

 

改正された学習指導要領では，第 1 章に道徳教育，第 3 章に特別の教科 道徳の目標が示されてい

ます。 

 

 

 

 

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 研究テーマ設定の背景        道徳の新しい時代がやってくる！ 

道徳の時間 → 特別の教科 道徳（道徳科）へ 

道徳教育 道徳科の目標 

「道徳教育」の目標 

道徳教育は，教育の根本精神に基づき，

自己の生き方を考え，主体的な判断の下

に行動し，自立した人間として他者と共

によりよく生きるための基盤となる道徳

性を養うことを目標とする。 

「特別の教科 道徳」の目標   （  ）は中学校 

よりよく生きるための基盤となる道徳性を養うため，道徳

的諸価値についての理解を基に，自己を見つめ，物事を（中：

広い視野から）多面的・多角的に考え，自己の（中：人間と

しての）生き方についての考えを深める学習を通して，道徳

的判断力，心情，実践意欲と態度を育てる。 

Ⅱ 道徳教育の意識調査から        仙台市の教職員の実態は？ 

教職員全体の道徳教育についての意識をどのように感じますか。(H27.7 月 全市道徳教育推進教師 実態調査) 

 教職員全体の「道徳教育の意

識」については，積極的と回答

した学校は，50％に届きませ

んでした。 

 市内の約半数の先生方が，道

徳教育に対して自信を持てず

に取り組んでいる様子がうか

がえます。 

どちらかといえば

積極的 

48％ 

43％ 22％ 12％ 18％5％ 

どちらかといえば

消極的 

一部の教職員は

積極的 

どちらとも

いえない 

とても

積極的 

2 7
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 校内で授業を公開することで，道徳の授業に苦手意識や大変さを感じる先生方の意識が変わります。

お互いに授業を参観する機会をつくりましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 道徳教育推進教師について，学習指導要領解説 道徳編には，次のように記されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30，31 年度に向け，推進教師の役割の中で，特に 

重要と考え，取り組んでいただきたい 4 点を提案します。 

 

 

 

校長先生と話合いを持ち，どのような児童生徒を育てた 

  いのか，道徳教育の方針を決めます。道徳教育は学校全体 

で行います。そのためにも，ここからスタートです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題の書き出しと 

それを基にした話合い 

重点目標と年間指導計画の掲示 

３ 授業公開 

児童生徒の実態 教職員の願い 保護者・地域の願い

教職員，保護者や地域，児

童生徒の課題や願いを基に，

「道徳教育の重点目標」を決

めます。 

自分にはちょっと難しい

準備が大変 

特別な時にしかできない

自分にもできそうな授業

やってみたい授業

Ⅴ 道徳教育推進教師の取組（調査研究委員の実践から） 道徳を進めましょう！

１ 校長先生との話合い 

フレッシュ先生へ 

保護者へ

いつでもどうぞ！

教職員  保護者 

地域 

 児童生徒 

重点目標の設定 
多様な道徳教育の中で，道徳の時間もそれ以外の教育活動でも，

重点的に取り組んでいこうという目標です。 

重点目標 

各学年の年間指導計画

全教職員が目にする

職員室に掲示 

教育実習生へ 

校内の先生方へ

道徳教育推進教師とは･･･？ 

  各学校においては，道徳教育の目標を踏まえ，道徳 

教育の全体計画を作成し，校長の方針の下に，道徳教 

育推進教師を中心に，全教師が道徳教育を展開する 

道徳教育推進教師の役割 

 １ 道徳教育の指導計画の作成 

 ２ 全教育活動における道徳教育の推進，充実

 ３ 道徳の時間の充実と指導体制 

 ４ 道徳用教材の整備・充実・活用 

 ５ 道徳教育の情報提供や情報交換 

 ６ 授業の公開など家庭や地域社会との連携 

 ７ 道徳教育の研修の充実 

 ８ 道徳教育における評価 など 

先生方で児童生徒の

良さや課題を話合い

２ 重点目標の設定 

推進教師は，学校全体で進める道

徳教育のコーディネーターです。 

校長先生との話合い【方針決定】 
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学校全体で道徳教育に取り組むためには，校内の組織が欠かせません。大切なのは校長先生のリーダ

ーシップです。道徳教育推進教師(※)を中心とした校内での体制づくりを行いましょう。 

                                   ※以下「推進教師」と記載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校の実態に合わせて，組織体制を整えましょう。 

 例 1 は， 全員で，各部会に学年内から所属する例です。 学校全体で道徳教育を進めることができま

す。例 2 は，各学年から 1 名ずつの部員で道徳部を組織する例です。推進教師を中心に，定期的に情報

交換を行い学年内に持ち返ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例 3 は，各主任と連携する例です。それぞれの活動と道徳の重点目標を関連させて取り組みます。児

童生徒も教職員も学校教育全体での道徳教育を意識することができます。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点目標の例

Ⅲ 組織体制づくり （調査研究委員の実践から）  学校全体で取り組みましょう！ 

１ 校長先生のリーダーシップ 

推進教師

校 長 

研究主任 

【校長先生との話合い】 

推進教師や研究主任から校長先生へ相談し，どのような体制をつくっていっ

たらよいかを話し合う場を持ちましょう。 

【「重点目標」の設定】 

どのような児童生徒を育てたいか，道徳教育の方針が決まったら，道徳教

育の重点目標を設定しましょう。 

２ 組織体制の例 

 
例 1：全員が所属 

道徳教育推進部 

学校全体を通した 

道徳教育の推進 

授業実践部 

道徳授業における

指導の工夫 

      

各学年からそれぞれ 1 名ずつ 

 
例 2：各学年 1 名が道徳部所属 

道徳部 

学年の道徳教育の実践 

効果的な指導方法 情報提供 

   

各学年から 1 名ずつ 

道徳部会

 
例 3：各主任との連携 特別活動主任と連携 

あいさつ運動－重点目標と関連させて 

推進教師

教務主任 研究主任

道徳教育 

生徒指導主任(主事) 

生活目標掲示 防災教育副読本を活用した授業 

校長先生には，朝会等で，重点目標を意識する話をし

ていただきましょう。教職員・児童生徒ともに，学校全

体での道徳への意識が高まっていきます。

生徒指導主任(主事)と連携 

生活目標－重点目標と関連させて 

特別活動主任

防災主任と連携して｢防

災教育副読本｣を活用 

防災主任が 提案 

推進教師が 資料提示

学級担任が 道徳授業

各学年道徳担当が 

指導案作成 

6 3
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校内研修として，夏季休業中などを利用したOJTを設定しましょう。 

日程調整は研究主任，内容は推進教師が先生方が困っていることを中心に組 

み立てます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校内研究で道徳について学ぶ機会をつくりましょう。お互いに授業を参観し合ったり，授業後に検討

し合ったりすることで道徳の授業への不安が軽減し，学びが深まります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 授業研究 

【資料提示をしてみよう】 

・実際に読んでみて，読み方の工夫を考えます。 

              ・効果的な資料提

示の方法を紹介

します。 

【板書をつくってみよう】 

・板書の工夫で授業が変わります。 

・実際にその場で板書 

をつくっていきます。 

【話合いをしてみよう】 

          ・授業場面のように先生方で話し合 

います。 

 

 

       ・全体で発問を 

共有します。  

考えを広げ，深め

るための発問を 

授業づくりに一緒に取り組むのも OJT の有効な方法です。 
作成した教材・教具等も共有しましょう。

ミニ OJT 研修 

一緒に授業づくり 

学年部で事前検討 

授業提案(各担任) 検討会(全職員) 

実際に先生方でやってみる参加型の研修を組んでみましょう。

気軽に参加できるように時間は 30 分で設定しました。 

速さ 強弱 

間を考えて 

挿絵を TV で 

紙芝居で 

ペープサートで 

主人公と友達の 

気持ちを対比させて

児童生徒の立場で 

考えを出し合って 

【研修会での講師の講話】 

・道徳の授業づくりのポイント 

・学校全体での 

道徳教育の進 

め方     

・道徳科で何が 

            変わるの？ 

【推進教師の先生に相談】

・推進教師，道徳の得意な

先生にまずは相談です。

【学年の先生方と一緒に】 

・一人で悩まず，一緒に考えましょう。 

・授業後に板書を見せ合うのもよい研修です。

１ 授業づくり研修 

【校内研修会にて】 

・研修会を推進教師がコ

ーディネートします。 

それぞれ参

観した学級の

検討会に参加

します。 

よ
り
よ
い
授
業
を
し
た
い
！ 

学年内で同時

開催します。 担任が指導案作成 

学年で教材研究 

実態や担任

の思いに合わ

せて本時を考

えます。 

教育センターの

サポート訪問の

依頼も OK 
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道徳教育の推進のためには，保護者や地域との連携が大切です。 

児童生徒，保護者や地域と共に，道徳教育が意識できるよう， 

学校から発信をしていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 道徳教育推進には，道徳教育の研修が欠かせません。学校における OJT を生かして，授業づくりや

授業実践などの学びの機会をつくりましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

60％を超える先生方が道徳の時間の授業に自信がなく，何らかの不安を抱えていることが明らかにな

りました。それにもかかわらず，参観する機会も少なく，実際の授業づくりは担任一人で行っている先生

方がほとんどということが分かりました。 

協働型学校目標と道徳教育の重点目標の関連

３ 保護者や地域との連携 

学校教育目標 

児童生徒  学 校 

道徳の重点目標 

協働型学校目標 

保護者･地域

学校･保護者･

地域が一体とな

って達成を目指

します。 

【協働型学校目標の活用（例）】 

協働型学校目標と道徳教育の重点目標を関連付けましょう。 

年度初めの PTA 総会等で，校長先生から，協働型学校目標

と道徳の重点目標について説明していだたきましょう。 

力を入れて指導することを伝え，保護者や地域の協力を呼

びかけます。 

学校評価アンケートから課題改善を

図ることで，児童生徒･教職員･保護者

や地域の意識が高まっていきます。 

Ⅳ OJT を生かした取組 （調査研究委員の実践から）   道徳を学びましょう！

【授業公開】 

授業参観で道徳の授業を公開しましょう。年間の参

観日で各学級 1 回は道徳，または，全校一斉に道徳参

観日を設定します。 

学校全体での充実した道徳教育が期待できます。 

道徳の時間の授業に自信を持って取り組んでいま

すか。    （H27.6 月 調査研究委員校 意識調査） 

道徳の時間の授業づくりはどのようにされていま

すか。     （H27.7 月 全市推進教師 実態調査） 

どちらとも

いえない 

29％ 58％
87％ 

学年担当者の提案を基に

担任が一人で 担任が一人で

31％ 51％ 

どちらかといえば

苦手 

授業公開 

5％ 
8％

5％

どちらかといえば

自信あり 

自信

あり 

64％ 

苦手

学年内で 

一緒に 

13％ 

4 5
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校内研修として，夏季休業中などを利用したOJTを設定しましょう。 

日程調整は研究主任，内容は推進教師が先生方が困っていることを中心に組 

み立てます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校内研究で道徳について学ぶ機会をつくりましょう。お互いに授業を参観し合ったり，授業後に検討

し合ったりすることで道徳の授業への不安が軽減し，学びが深まります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 授業研究 

【資料提示をしてみよう】 

・実際に読んでみて，読み方の工夫を考えます。 

              ・効果的な資料提

示の方法を紹介

します。 

【板書をつくってみよう】 

・板書の工夫で授業が変わります。 

・実際にその場で板書 

をつくっていきます。 

【話合いをしてみよう】 

          ・授業場面のように先生方で話し合 

います。 

 

 

       ・全体で発問を 

共有します。  

考えを広げ，深め

るための発問を 

授業づくりに一緒に取り組むのも OJT の有効な方法です。 
作成した教材・教具等も共有しましょう。

ミニ OJT 研修 

一緒に授業づくり 

学年部で事前検討 

授業提案(各担任) 検討会(全職員) 

実際に先生方でやってみる参加型の研修を組んでみましょう。

気軽に参加できるように時間は 30 分で設定しました。 

速さ 強弱 

間を考えて 

挿絵を TV で 

紙芝居で 

ペープサートで 

主人公と友達の 

気持ちを対比させて

児童生徒の立場で 

考えを出し合って 

【研修会での講師の講話】 

・道徳の授業づくりのポイント 

・学校全体での 

道徳教育の進 

め方     

・道徳科で何が 

            変わるの？ 

【推進教師の先生に相談】

・推進教師，道徳の得意な

先生にまずは相談です。

【学年の先生方と一緒に】 

・一人で悩まず，一緒に考えましょう。 

・授業後に板書を見せ合うのもよい研修です。

１ 授業づくり研修 

【校内研修会にて】 

・研修会を推進教師がコ

ーディネートします。 

それぞれ参

観した学級の

検討会に参加

します。 

よ
り
よ
い
授
業
を
し
た
い
！ 

学年内で同時

開催します。 担任が指導案作成 

学年で教材研究 

実態や担任

の思いに合わ

せて本時を考

えます。 

教育センターの

サポート訪問の

依頼も OK 
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道徳教育の推進のためには，保護者や地域との連携が大切です。 

児童生徒，保護者や地域と共に，道徳教育が意識できるよう， 

学校から発信をしていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 道徳教育推進には，道徳教育の研修が欠かせません。学校における OJT を生かして，授業づくりや

授業実践などの学びの機会をつくりましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

60％を超える先生方が道徳の時間の授業に自信がなく，何らかの不安を抱えていることが明らかにな

りました。それにもかかわらず，参観する機会も少なく，実際の授業づくりは担任一人で行っている先生

方がほとんどということが分かりました。 

協働型学校目標と道徳教育の重点目標の関連

３ 保護者や地域との連携 

学校教育目標 

児童生徒  学 校 

道徳の重点目標 

協働型学校目標 

保護者･地域

学校･保護者･

地域が一体とな

って達成を目指

します。 

【協働型学校目標の活用（例）】 

協働型学校目標と道徳教育の重点目標を関連付けましょう。 

年度初めの PTA 総会等で，校長先生から，協働型学校目標

と道徳の重点目標について説明していだたきましょう。 

力を入れて指導することを伝え，保護者や地域の協力を呼

びかけます。 

学校評価アンケートから課題改善を

図ることで，児童生徒･教職員･保護者

や地域の意識が高まっていきます。 

Ⅳ OJT を生かした取組 （調査研究委員の実践から）   道徳を学びましょう！

【授業公開】 

授業参観で道徳の授業を公開しましょう。年間の参

観日で各学級 1 回は道徳，または，全校一斉に道徳参

観日を設定します。 

学校全体での充実した道徳教育が期待できます。 

道徳の時間の授業に自信を持って取り組んでいま

すか。    （H27.6 月 調査研究委員校 意識調査） 

道徳の時間の授業づくりはどのようにされていま

すか。     （H27.7 月 全市推進教師 実態調査） 

どちらとも

いえない 

29％ 58％
87％ 

学年担当者の提案を基に

担任が一人で 担任が一人で

31％ 51％ 

どちらかといえば

苦手 

授業公開 

5％ 
8％

5％

どちらかといえば

自信あり 

自信

あり 

64％ 

苦手

学年内で 

一緒に 

13％ 

4 5
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 校内で授業を公開することで，道徳の授業に苦手意識や大変さを感じる先生方の意識が変わります。

お互いに授業を参観する機会をつくりましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 道徳教育推進教師について，学習指導要領解説 道徳編には，次のように記されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30，31 年度に向け，推進教師の役割の中で，特に 

重要と考え，取り組んでいただきたい 4 点を提案します。 

 

 

 

校長先生と話合いを持ち，どのような児童生徒を育てた 

  いのか，道徳教育の方針を決めます。道徳教育は学校全体 

で行います。そのためにも，ここからスタートです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題の書き出しと 

それを基にした話合い 

重点目標と年間指導計画の掲示 

３ 授業公開 

児童生徒の実態 教職員の願い 保護者・地域の願い

教職員，保護者や地域，児

童生徒の課題や願いを基に，

「道徳教育の重点目標」を決

めます。 

自分にはちょっと難しい

準備が大変 

特別な時にしかできない

自分にもできそうな授業

やってみたい授業

Ⅴ 道徳教育推進教師の取組（調査研究委員の実践から） 道徳を進めましょう！

１ 校長先生との話合い 

フレッシュ先生へ 

保護者へ

いつでもどうぞ！

教職員  保護者 

地域 

 児童生徒 

重点目標の設定 
多様な道徳教育の中で，道徳の時間もそれ以外の教育活動でも，

重点的に取り組んでいこうという目標です。 

重点目標 

各学年の年間指導計画

全教職員が目にする

職員室に掲示 

教育実習生へ 

校内の先生方へ

道徳教育推進教師とは･･･？ 

  各学校においては，道徳教育の目標を踏まえ，道徳 

教育の全体計画を作成し，校長の方針の下に，道徳教 

育推進教師を中心に，全教師が道徳教育を展開する 

道徳教育推進教師の役割 

 １ 道徳教育の指導計画の作成 

 ２ 全教育活動における道徳教育の推進，充実

 ３ 道徳の時間の充実と指導体制 

 ４ 道徳用教材の整備・充実・活用 

 ５ 道徳教育の情報提供や情報交換 

 ６ 授業の公開など家庭や地域社会との連携 

 ７ 道徳教育の研修の充実 

 ８ 道徳教育における評価 など 

先生方で児童生徒の

良さや課題を話合い

２ 重点目標の設定 

推進教師は，学校全体で進める道

徳教育のコーディネーターです。 

校長先生との話合い【方針決定】 
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学校全体で道徳教育に取り組むためには，校内の組織が欠かせません。大切なのは校長先生のリーダ

ーシップです。道徳教育推進教師(※)を中心とした校内での体制づくりを行いましょう。 

                                   ※以下「推進教師」と記載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校の実態に合わせて，組織体制を整えましょう。 

 例 1 は， 全員で，各部会に学年内から所属する例です。 学校全体で道徳教育を進めることができま

す。例 2 は，各学年から 1 名ずつの部員で道徳部を組織する例です。推進教師を中心に，定期的に情報

交換を行い学年内に持ち返ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例 3 は，各主任と連携する例です。それぞれの活動と道徳の重点目標を関連させて取り組みます。児

童生徒も教職員も学校教育全体での道徳教育を意識することができます。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点目標の例

Ⅲ 組織体制づくり （調査研究委員の実践から）  学校全体で取り組みましょう！ 

１ 校長先生のリーダーシップ 

推進教師

校 長 

研究主任 

【校長先生との話合い】 

推進教師や研究主任から校長先生へ相談し，どのような体制をつくっていっ

たらよいかを話し合う場を持ちましょう。 

【「重点目標」の設定】 

どのような児童生徒を育てたいか，道徳教育の方針が決まったら，道徳教

育の重点目標を設定しましょう。 

２ 組織体制の例 

 
例 1：全員が所属 

道徳教育推進部 

学校全体を通した 

道徳教育の推進 

授業実践部 

道徳授業における

指導の工夫 

      

各学年からそれぞれ 1 名ずつ 

 
例 2：各学年 1 名が道徳部所属 

道徳部 

学年の道徳教育の実践 

効果的な指導方法 情報提供 

   

各学年から 1 名ずつ 

道徳部会

 
例 3：各主任との連携 特別活動主任と連携 

あいさつ運動－重点目標と関連させて 

推進教師

教務主任 研究主任

道徳教育 

生徒指導主任(主事) 

生活目標掲示 防災教育副読本を活用した授業 

校長先生には，朝会等で，重点目標を意識する話をし

ていただきましょう。教職員・児童生徒ともに，学校全

体での道徳への意識が高まっていきます。

生徒指導主任(主事)と連携 

生活目標－重点目標と関連させて 

特別活動主任

防災主任と連携して｢防

災教育副読本｣を活用 

防災主任が 提案 

推進教師が 資料提示

学級担任が 道徳授業

各学年道徳担当が 

指導案作成 
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重点目標を基に計画を作成します。計画的に道徳教育を進める道しるべとなります。時期をみて，計

画の見直しをすることも大切です。常時掲示し，朱書きなどをして来年度に生かしていきましょう。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 道徳教育の情報を発信し，道徳教育に取り組みやすい環境づくりを整えていきましょう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

年間指導計画の例 

３ 計画の作成と見直し 

① 道徳教育全体計画 

② 道徳教育全体計画 別葉

計画の作成 見直し 

道徳教育の実践

⽉ ⽇（曜⽇） 回数 学校⾏事 絆タイム 主題
22⽇（⽔） 1 ガイダンス ガイダンス（道徳の時間とは何か） プロローグ ⾃分づくりの旅がはじまる（⾝構えているもの）プロローグ ⾃分⾃⾝

25⽇（⼟） 2 よりよい⾃⼰の追求 ー
理想を求め，積極的に⼒強く⼈間らしい誠実な⽣き⽅を求めようとす
る道徳的信条を育む。

1 美しく⾃分を染め上げてください 1 不思議

12⽇（⽕）※ 3 集団⽣活の向上 4-(4)
⾃⼰が属する様々な集団の意義についての理解を深め，役割と責任を
⾃覚し集団⽣活の向上に努める。

12 ⼩さな⼀歩 21 明かりの

21⽇（⽊） 4 基本的⽣活習慣/節度・節制 1-(1)
望ましい⽣活習慣を⾝に付け，⼼⾝の健康の増進を図り，節度を守り
節制に⼼掛け調和のある⽣活をする。

5 出船の位置に 4 ⼩さな

27⽇（⽔） 5 礼儀 ２-(1) 礼儀の意義を理解し，時と場に応じた適切な⾔動をとる。 15 半分おとな 半分こども 26 試⾏錯誤

3⽇（⽔） 6 強い意志/不撓不屈 1-(2)
より⾼い⽬標を⽬指し，希望と勇気をもって着実にやり抜く強い意志
をもつ。

9 ⽬標は⼩刻みに 7 ⼈間であ

10⽇（⽔） 7 ⽣きる喜び/弱さの克服 3-(3)
⼈間には弱さや醜さを克服する強さや気⾼さがあることを信じて，⼈
間として⽣きることに喜びを⾒いだすように努める。

11 いつわりのバイオリン

16⽇(⽕）集会 応援する⼼

24⽇（⽔） 8 感謝の⼼ 2-(6)
多くの⼈々の善意や⽀えにより，⽇々の⽣活や現在の⾃分があること
に感謝し，それにこたえる。

7 ⼈のフリみて 15 ありが

1⽇（⽔） 9 友情 2 (3)
友情の尊さを理解して⼼から信頼できる友達をもち，互いに励まし合

18 ⾬の⽇の届け物 2 律⼦と敏

内容項⽬

ごちゃまぜ
ビンゴ

エゴグラム

１学年 資料名

4

5

6

ガイダンス
学級の誇り

２
始業式
⼊学式
対⾯式
学⼒検査

修学旅⾏（3年）
野外活動（2年）
校外学習（1年）
⽣徒総会
中総体強化期間

市中総体
中総体報告会
１学期中間考査
避難訓練

知る

めざす

燃える

◇学校⽣活のきまり，集団のルールを
理解させ，規律ある⽣活を送らせる。
◇１年間の⽣活⽬標を⽴てさせ⾃主的
に⽣活しようとする態度を育てる。

守る実践化を図る。
◇授業のあいさつや定時着席，姿勢，
提出物等の基本的な学習態度の定着を
図る。
◇学校⾏事を通して集団⽣活のきまり
を理解させ，事故防⽌に努めさせる｡

◇⾐替えを期にしっかりした服装を再
確認させる。
◇中総体の意義と積極的な参加のあり
⽅を考えさせる。

⽣徒指導⽬標

中総体結果報告会

A3 版 1 枚の例 

各校で使いやすい形式で作成 

各学年 

指導内容 

(資料名) 

主題生徒指導 

目標 

行事 

予定 

４ 情報発信 教材整備 

 

道徳通信の発行 
情報を共有することで，道徳への意識を高め，全教職員で取り組むエネルギー

になります。推進教師が月 1 回程度発行しています。 

重点目標

最新の情報等

実 践 

学年の題材 

授業の内容項目

学年の題材

検討会のまとめ

実 践

 

教材の活用の提案も重要な発信です。 

「私たちの道徳」の活用推進 

・道徳の時間で 

・朝学習の時間で

・時間に余裕が 

できた時に 

道徳コーナーの設置 職員室に設置することで，いつでも

だれでも利用可能です。書籍や副読

本，教材(心情円盤や場面絵など)を常

備しています。 

副読本以外の資料はワークシー

トと共にファイリングします。 

ワークシート資 料

掲 示 
環境整備の工夫で道徳への意識が高まります。場面絵の掲示，「私

たちの道徳」を活用した廊下掲示等で，学びの蓄積を図ります。 

合唱ｺﾝｸｰﾙ ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞﾗﾝｷﾝｸﾞ 

学級道徳コーナー学年道徳コーナー 

思いやりの木

廊下掲示 

 別葉 を作成することで，道徳

と各教科等との関連性が明確にな

ります。 

学校の教育活動全体での道徳教

育を意識することができます。 

共有フォルダに道徳ファイル

を作成しての活用も有効です。

③ 道徳の時間 年間指導計画 

別 葉 には･･･ 

道徳教育と各教科等との

関連を考え，いつ，どのよ

うな機会に指導するのかを

具体的に決めて示します。

 

２ 
2 

 

 

 

 

 

 

◯新しい道徳教育の流れ  
小学校では平成 30 年度，中学校では平成 31 年度から，教科書を使った「特別の教科 道徳（道徳

科）」 が実施されます。平成 25 年 2 月，教育再生実行会議にて 「いじめ問題等への対応について

（第一次提言）」が出され，道徳を新たな枠組みによって教科化すること，すべての教員が指導方法

を習得できるようにすることが提言されました。その後，中教審答申 「道徳に係る教育課程の改善

等」（平成 26 年 10 月）を経て，平成 27 年 3 月，学習指導要領一部改正が行われ，7 月には新しい

解説が示されました。現在は移行期間となっています。 

学校では，平成 30，31 年度に向け，学校全体で道徳教育を進める土台づくりを行うことが求めら

れています。 

◯仙台市の現状  

平成 27 年度「杜の都の学校教育」の重点事項「豊かな心と健やかな体の育成」においては，「命

を大切にする心や思いやりの心，規範意識の育成」「善悪を判断する力の育成」が示され，道徳教育

の充実が求められています。 

仙台市各校においては，平成 30，31 年度を見据え，全教職員で，学校教育全体を通じて，計画的

に道徳教育を進めることができるよう取り組み始めたところです。 

◯昨年度までの OJT の状況 

昨年度までの調査研究「教職員の力量向上を目指した学校における OJT の在り方」により，各校

では 「学び合う雰囲気の醸成が図られている」という同僚性の向上がみられ， OJT が確実に進め

られていることが分かりました。 学校における OJT を生かして，「学校教育全体での道徳教育」へ

の取組を進める方策を探ることとしました。 

 

 

改正された学習指導要領では，第 1 章に道徳教育，第 3 章に特別の教科 道徳の目標が示されてい

ます。 

 

 

 

 

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 研究テーマ設定の背景        道徳の新しい時代がやってくる！ 

道徳の時間 → 特別の教科 道徳（道徳科）へ 

道徳教育 道徳科の目標 

「道徳教育」の目標 

道徳教育は，教育の根本精神に基づき，

自己の生き方を考え，主体的な判断の下

に行動し，自立した人間として他者と共

によりよく生きるための基盤となる道徳

性を養うことを目標とする。 

「特別の教科 道徳」の目標   （  ）は中学校 

よりよく生きるための基盤となる道徳性を養うため，道徳

的諸価値についての理解を基に，自己を見つめ，物事を（中：

広い視野から）多面的・多角的に考え，自己の（中：人間と

しての）生き方についての考えを深める学習を通して，道徳

的判断力，心情，実践意欲と態度を育てる。 

Ⅱ 道徳教育の意識調査から        仙台市の教職員の実態は？ 

教職員全体の道徳教育についての意識をどのように感じますか。(H27.7 月 全市道徳教育推進教師 実態調査) 

 教職員全体の「道徳教育の意

識」については，積極的と回答

した学校は，50％に届きませ

んでした。 

 市内の約半数の先生方が，道

徳教育に対して自信を持てず

に取り組んでいる様子がうか

がえます。 

どちらかといえば

積極的 

48％ 

43％ 22％ 12％ 18％5％ 

どちらかといえば

消極的 

一部の教職員は

積極的 

どちらとも

いえない 

とても

積極的 
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 道徳教育の充実に向け，各校の実態に合わせ，できるところから一歩ずつ取り組んでいきましょう。 
 学校の全教育活動で，全教職員での取組が大切です。そのためには，方針をしっかりと決め，明確な

方向性をもち，計画的に道徳教育に取り組むことが求められます。 
 
 
   
 
 
 
 
 
 

 

  学校独自の重点目標を決め，全体計画や各教科等との関連を示した 別葉 を作成し，計画的に実

践を進めます。また，各校の実態に合った組織づくりや OJT，環境整備に全教職員で取り組みます。

授業参観などの実施により授業力の向上を目指し，道徳教育の充実を図っていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【教育センター研究発表会 調査研究委員会の発表への講評から】    

        研究アドバイザー  昭和女子大学大学院 押谷 由夫 教授 

道徳教育充実のためのポイントの一点目は，先生方の意識改革です。教育基本 

法では「教育の目的は人格の完成」とされています。「知・徳・体」すべて必要で 

ある中，「徳」を中心に，人間としてどう生きていくかをしっかり意識しながら， 

自分自身の生き方，社会の在り方を考えていくことが大切です。 なぜ道徳教育を 

特別に充実しなければならないのか，先生方の理解を進めることが必要です。 

「徳」を中心においた学校教育に具体的に取り組むためには，組織づくりがポイントの二点目です。 

道徳教育に学校全体で組織的に取り組むと共に，先生方一人一人の悩みに応えられる道徳教育部の組織 

が必要です。学校としての共通の課題と，同時に，個のニーズに対応する OJT を生かした取組が欠か 

せません。 

三点目は，学校間連携，家庭･地域連携です。今後，各校の独自性を生かしつつ，学校間で具体的に 

どのように連携していくか，また，家庭や地域との連携をどのように発展させていくか，道徳教育推進 

教師を中心に進めることが必要です。特に，東日本大震災を経験した仙台市だからこそ，今後の発展的 

な課題になると思います。 

四点目です。現在の社会の動きを考えると国際化の視点は欠かせません。学校生活の中で，子供たち 

が世界に目を向け，自分たちの生活を見つめ直していく，そのような大きな志を持って生きていくこと 

のできる子供たちを育てるために，道徳教育においても具体的な内容と関わらせて発展的に取り組んで 

いただきたいと思います。 

本日の発表は，それらの基盤づくりの提案であったと思います。提案された取組を各校で行うことで 

学校は必ず変わります。よりよく生きる子供たちを育てるために道徳教育を充実させていきましょう。 

【平成 27 年度調査研究委員会】  

研究アドバイザー   昭和女子大学大学院  押谷 由夫 教授 

委員長    本木 一昭（鶴谷中 校長）     副委員長   阿部 千幸（六郷小 教頭） 

研究協力校  星 聡栄 （台原小）   濱本 健 （旭丘小）  伊藤 隆 （田子中）  

研究委員   大宮 建 （八木山小）  土生 吉伸（古城小）  我妻美知子（南光台小） 

色摩 理好（八乙女中）  笠原 由香（将監中）  佐藤 郁子（将監東中） 

教育研究紀要「教育はいま」第 22 号              発行日   平成 28 年 3 月 31 日 

発行者 仙台市教育センター所長    今野 孝一 
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Ⅵ 今後各校に求められる取組     さあ，スタートを切りましょう！ 

１  重点目標の設定 

・校長先生の方針決定 

・学校独自の目標設定 

道徳教育の充実 

２ 計画的な実践 

・明確な方向性の提示 

・全体計画の作成，活用 

・別葉 の作成，活用 

４ 授業力向上 

  ・授業公開 

  ・授業参観 

３ 推進教師中心の全教

職員での取組 

・OJT 

・組織づくり 

・環境整備 学校全体での 

道徳教育の取組

全教職員の道徳教育への

意識向上 
全
教
育
活
動
で 

全
教
職
員
で 

 

 
教育センターは OJT で学び続ける教師

あなた

を応援します 

教育研究紀要 平成 28 年 3 月 

教育はいま 
第 22 号   

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

研究テーマ 

 道徳教育の充実に関する研究  

～道徳教育推進教師を中心に進める全教職員での OJT を生かした取組を通して～ 

                         
仙台市教育センターでは，平成 30，31 年度からの「特別の教科 道徳」の実施を見据え，今年度より 

「道徳教育の充実」をテーマに掲げ，3 か年計画で調査研究に取り組んでおります。 

1 年目である今年度は，実態調査を行い， 各校の課題を明らかにし，研究の方向性を検討いたしまし 

た。「教育はいま」第 22 号にて，研究協力校と研究委員校での実践を基に，校内の組織体制づくり，学 

校における OJT を生かした道徳教育の研修， 道徳教育推進教師の役割の明確化と実践例について研究 

成果を発信いたします。2 年目は，提案した組織体制を基にした学校全体での更なる道徳教育の充実と，

道徳の時間の授業実践について研究を進めてまいります。 

今回提案する取組が，教育全体を通じた，児童生徒の豊かな心を育む道徳教育の充実につながってい 

くことを心より願っております。 

仙台市教育センター所長  今野 孝一 


